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◇あとがき◇
　今年の夏も厳しい暑さが続いております。近
年は小児入院患者の減少（少子化と特に小児科
領域では外来管理可能な疾患の増加）しており
ますが，夏休みだけは，外科手術でにぎやかに
なっているのではないでしょうか？
　さて，今回の特集テーマは「小児外科疾患の
発生を考える」です。私自身，入局後に最初に
直面した試練は，術前・術後カンファレンスで
した。当時は心臓血管外科，呼吸器外科，小児
外科を含む「ナンバー外科」体制で，異なる視
点からの鋭い質問が飛び交います。そのなか
で，主任教授が若手に必ず投げかける質問があ
りました――「その疾患の原因は何ですか？」。
　答えを探すなかで出会ったのが Grayらの
『Embryology for Surgeons』（1972年）でした。
この本をきっかけに正常発生と形成異常の関係
に魅了されました。やがて発生学は形態学的理
解から分子生物学との融合へと発展し，形成異
常のメカニズムが分子レベルで説明される時代
を迎えています。小児外科疾患の多くは，正常
発生の途絶や逸脱によって生じます。その途絶
が起こる時期や部位によって多様な疾患像が現
れ，関与する分子異常が複数の臓器形成に関わ
る場合は，共通の形成異常を併せ持つ症候群と
して認識されます。分子異常―形成異常―症候
群という視点から，原因遺伝子の同定に至る例
も少なくありません。
　では，小児外科医にとって発生学の理解はど
れほど必要なのでしょうか。疾患の全体像を把
握し，診断・治療方針を組み立てるうえで不可
欠な「思考の土台」であると考えています。発
生学は単なる学問的知識ではなく，患者の未来
を見通すための指針でもあります。発生の流れ
を遡って病態を捉えれば，術前評価や家族への
説明の説得力が増し，さらに遺伝学的検査や長
期予後の予測にも繋がります。
　本特集が，日々の診療のなかで「なぜこの疾
患が生じたのか」をもう一歩深く考えるきっか
けとなり，小児外科医それぞれの臨床力と探究
心を高める一助となれば幸いです。
 （古田繁行）
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